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照
テ
ス
ト

に
つ
　
い
て

飯
塚

仁
　
之
　
助

訟二三四五

κ2自征ま
．
え

規
由

分が目

テ
　
　
　
ス

トJ度布き

、
連
続
性
に
対
す
る
補
正

一
　
ま
　
え
　
が

き

　
調
査
方
洗
に
は
、
悉
皆
調
査
法
と
一
部
調
査
法
と
が
あ
る
。
そ
し
て
悉
皆
調
査
が
不
可
能
な
る
た
め
に
一
部
調
査
で
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
整
毒
認
蓑
発
寧
よ
・
悉
嘉
査
は
可
能
で
あ
る
が
・
時
間
的
惑
済
的
悪
々
を
も
考
慮
し
奎
で
・
然
も
宜
あ
る
程

度
の
正
確
な
値
が
算
出
さ
れ
る
が
故
に
一
部
調
査
を
行
う
に
せ
よ
、
果
亦
悉
皆
調
査
は
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
根
本
的
に
於
て
一
部
調
査
が
優

　
　
　
鋼
テ
ス
ト
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つ
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て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
°
　
　
　
　
　
　
　
（
五
三
五
）
吋
ニ
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（
五
三
六
）
一
、
一
四
　
　
　
　
　
　
　
、

位
で
あ
る
が
整
部
調
査
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
逡
斎
蓉
よ
・
い
つ
れ
の
見
蟹
必
つ
三
部
調
査
を
写
か
は
強
と
し
て
・
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此
の
種
の
調
査
が
最
近
急
尉
に
行
な
わ
れ
、
且
叉
時
代
の
推
移
と
共
に
そ
の
利
用
度
、
重
要
度
を
益
々
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
人
口
調

査
、
工
場
に
お
け
る
品
質
管
理
（
ρ
仁
騎
。
犀
団
o
o
口
胃
9
）
、
或
は
米
国
に
於
て
盛
に
研
究
さ
れ
て
き
た
市
場
調
査
く
日
錠
屏
卑
H
①
゜
・
o
錠
o
ε
’
等
々
に

利
用
ざ
れ
て
い
る
の
を
み
て
も
充
分
感
知
せ
ら
れ
る
。
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
－
．

　
お
も
h
フ
に
一
部
調
査
は
、
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
標
本
そ
れ
自
体
の
特
性
（
ω
冨
菖
ω
自
o
）
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
常
に
究

極
的
に
は
、
標
本
を
通
じ
て
母
集
団
の
特
性
（
b
9
『
9
口
日
①
一
Φ
円
）
を
知
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
最
も
よ
く
其

の
目
的
達
成
の
た
め
に
は
如
何
に
し
て
適
当
な
標
本
を
抽
出
す
べ
き
か
と
い
う
抽
出
問
題
が
重
要
な
も
の
と
な
つ
て
く
る
。
然
し
此
処
で
は
莇

の
問
題
は
省
略
し
、
任
意
抽
出
に
よ
り
て
標
本
が
得
ら
れ
た
と
仮
定
し
、
統
計
的
仮
説
検
定
の
問
題
を
論
述
す
る
し
と
～
し
よ
う
。
所
で
一
口

に
統
計
的
仮
説
検
定
と
は
い
う
も
の
の
之
れ
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
先
づ
統
計
的
仮
説
に
つ
い
て
知
ら
れ
ば
な
ら
な
い
が

で
は
統
計
的
仮
説
と
は
如
何
な
る
も
の
か
、
こ
れ
亦
明
確
に
表
現
す
る
こ
と
は
仲
々
む
つ
か
し
い
が
、
例
え
ば
投
銭
百
回
の
実
験
に
於
て
五
十

回
は
表
、
他
の
五
十
回
は
裏
が
現
わ
れ
る
、
換
言
す
れ
ば
、
一
回
の
実
験
に
於
て
表
、
裏
各
々
の
現
わ
れ
る
確
率
は
ー
一
2
で
あ
る
と
考
え
る

こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
統
計
学
上
か
ら
見
る
と
き
は
一
つ
の
統
計
的
仮
説
て
あ
る
。
そ
れ
罵
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
の
投
銭
に
於
て
は
、
い

ろ
く
の
要
素
の
作
用
を
受
け
て
、
必
ず
し
も
今
述
べ
た
統
計
的
仮
説
と
一
致
す
る
結
果
が
現
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
此
の
境
合
、
経
験
的

な
結
果
が
県
し
て
仮
説
と
如
何
な
る
程
度
に
一
致
し
て
い
゜
る
か
、
或
は
此
の
実
験
に
限
つ
て
表
、
裏
各
々
の
出
る
確
率
は
ー
、
2
で
あ
る
と
仮

説
を
た
て
た
こ
と
そ
れ
自
体
が
そ
も
ー
不
合
理
で
あ
つ
た
の
か
ど
う
か
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
吟
味
が
即
ち
統
計
的
仮
説
検

定
で
あ
る
。
従
つ
て
仮
説
の
設
定
が
不
可
能
な
る
場
合
に
於
て
は
、
統
計
的
仮
説
検
定
の
問
題
は
当
然
始
め
か
ら
起
り
得
な
い
。
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さ
て
、
　
「
仮
説
検
定
（
冨
ω
け
o
h
げ
著
o
嘗
①
ω
芭
は
標
本
か
ら
母
集
団
え
と
飛
躍
し
て
判
断
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
・
決
定
的
の
判
断
で
は
な
く
、
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あ
・
崖
の
過
誤
蓮
け
る
・
と
臨
越
い
」
・
そ
し
て
そ
の
過
謬
は
・
仮
説
が
実
は
真
で
あ
る
癒
か
か
わ
ら
ず
捨
て
る
こ
と
に
よ
つ
．

て
起
こ
る
過
誤
1
こ
れ
を
吾
々
は
第
一
種
の
過
誤
　
（
σ
匿
o
同
o
h
爵
①
H
ω
叶
臨
口
⊆
）
と
い
い
ー
と
仮
説
が
真
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
採
択
す

る
渦
邦
・
れ
を
吾
々
錆
二
種
の
過
誤
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞥
O
円
H
O
機
　
O
h
叶
ゴ
①
b
O
口
q
　
犀
一
旨
α
）
と
い
う
ー
と
の
二
種
書
誤
が
あ
り
、
素
ら
は
真
で
あ
る
場
合
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に
な
る
べ
く
棄
て
な
い
と
い
う
方
に
重
点
を
置
く
か
、
逆
に
真
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
採
択
す
る
の
を
防
ぐ
と
か
う
点
に
重
点
を
置
’
く
か
に

よ
つ
て
、
一
方
の
過
誤
の
犯
す
確
率
を
少
居
く
す
る
こ
と
は
出
来
る
が
、
反
面
そ
れ
だ
け
他
方
の
過
誤
の
犯
す
確
率
を
悟
大
さ
せ
、
両
種
の
過

誤
を
同
時
に
除
去
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
従
つ
て
過
誤
を
犯
か
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
や
む
を
え
な
い
と
認
み
、
問
題
は
犯
す
確
率
を
　
・

ど
の
程
度
ま
で
認
め
る
か
、
即
ち
採
択
と
棄
却
と
の
基
準
を
ど
こ
に
設
定
す
る
か
と
い
う
℃
と
で
あ
る
が
勿
論
こ
れ
に
対
す
る
正
確
な
る
基
準

は
な
く
、
結
局
は
調
査
者
の
、
そ
の
時
々
に
お
け
る
判
断
に
ま
つ
の
外
は
な
い
。
省
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
「
何
時
過
失
を
犯
し
、

何
時
犯
か
さ
な
か
つ
た
か
と
い
う
こ
と
は
全
く
不
明
で
・
唯
五
。
々
の
智
こ
と
の
出
来
る
の
は
・
を
の
過
鴛
犯
す
警
薄
で
あ
る
・
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
．
／

　
　
　
　
贈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

　
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
　
如
何
な
る
検
定
法
が
あ
惹
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
　
こ
こ
で
は
其
の
方
法
の
一
つ
た
る
昭
テ
ス
ト
　
（
6
げ
甲

ω
ρ
⊆
鍵
Φ
8
ω
件
）
に
つ
い
て
論
述
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
れ
よ
り
前
に
、
解
テ
ス
L
の
基
礎
と
な
つ
て
い
る
正
規
分
布
（
昌
o
増
日
巴
豊
ω
三
ぴ
暮
δ
ロ
）

に
つ
い
て
一
瞥
し
よ
う
。
　
　
　
．
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．
　
（
註
一
）
　
電
球
の
耐
久
時
聞
測
定
0
場
合
は
こ
こ
に
あ
て
は
ガ
る
よ
き
例
で
あ
る
。
　
，
　
　
　
　
　
　
　
、
・
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（
註
二
）
　
マ
イ
ヤ
教
授
は
一
部
調
査
を
も
含
め
て
統
計
調
査
代
用
法
と
呼
ん
で
い
る
O
・
く
・
冨
自
。
《
さ
の
鐙
一
一
ω
江
ド
ロ
コ
q
O
①
ω
①
一
ω
昌
緯
叶
ω
一
Φ
腎
ρ
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（
邦
訳
。
大
橋
隆
憲
訳
。
「
統
計
学
の
本
質
と
方
法
」
。
小
島
書
庸
昭
和
二
十
八
年
七
月
。
二
〇
頁
）

（
註
三
）
　
増
山
元
三
郎
校
訂
「
推
計
学
へ
の
道
」
。
（
東
京
大
学
協
組
出
版
部
。
昭
和
二
十
五
年
二
月
）
八
二
頁
に
は
次
の
如
く
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
．
「
全
数
調
査
よ
り
も
一
部
調
査
の
方
が
安
い
・
速
い
・
．
そ
れ
に
か
意
り
正
確
だ
と
い
う
考
え
方
で
、
推
計
学
者
が
『
代
用
的
』
標
本
調
査
を
主
張
し

　
　
　
て
い
る
と
考
え
る
人
が
あ
つ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
極
め
て
皮
相
な
観
察
と
い
わ
ぎ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
」

（
註
四
）
近
藤
次
郎
著
「
教
青
に
お
ガ
る
統
計
の
利
用
。
」
昭
和
二
十
八
年
四
月
、
東
京
教
育
研
究
所
。
第
二
部
、
＝
一
二
頁

（
註
五
）
　
佐
藤
良
一
郎
著
．
「
少
数
例
適
景
　
無
相
関
検
定
法
」
。
昭
和
二
十
六
年
七
月
四
版
、
申
文
館
書
店
。
、
二
九
頁

二
・
正
規
分
布
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投
銭
の
実
験
を
行
う
に
あ
た
つ
て
、
若
し
何
等
の
意
志
が
な
く
普
通
に
投
げ
た
場
合
に
於
て
憶
、
表
が
現
わ
れ
る
か
或
は
裏
が
現
わ
れ
る
か

　
　
、
　
　
ノ
⇔

は
、
多
数
の
小
原
因
の
全
体
作
用
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
偶
然
の
作
用
に
よ
り
、
吾
々
は
正
確
に
予
期
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
》
然
し
乍
ら
、
各
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々
の
現
象
が
正
確
に
一
定
の
確
率
に
従
っ
て
現
わ
れ
る
と
考
え
6
な
ら
ば
、
次
の
よ
．
う
な
事
が
い
わ
れ
る
。

　
即
ち
、
若
し
二
個
の
貨
幣
を
同
時
に
投
げ
た
な
ら
ば
、
現
わ
れ
る
種
類
は
口
鼻
頃
↓
唱
目
鼻
臼
↓
（
但
し
H
は
表
を
、
T
は
裏
を
表
わ
す
）

　
　
　
ヨ

の
四
通
り
め
み
で
あ
る
が
、
そ
の
現
わ
れ
る
回
数
は
夫
々
同
じ
で
あ
る
。
所
が
国
ゴ
↓
踏
の
場
，
合
は
ふ
共
に
一
個
表
が
現
わ
れ
た
と
み
ら
れ
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〆

る
か
ら
、
二
枚
と
も
表
、
一
枚
だ
け
表
で
他
の
一
枚
は
裏
、
二
枚
と
も
裏
の
三
通
り
の
種
類
に
分
け
て
啓
え
れ
ば
、
・
夫
々
の
現
わ
れ
る
回
数
σ

割
合
は
一
、
二
、
一
で
あ
る
。
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次
に
、
同
時
に
三
個
投
げ
た
場
合
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
現
わ
れ
る
種
類
は
、
閏
閏
閏
℃
閏
国
↓
℃
出
↓
露
↓
山
銅
閏
自
鴇
日
閏
目
・
団
臼
日
・

↓
月
目
の
八
通
り
の
み
で
、
然
も
各
々
の
現
わ
れ
る
回
数
は
等
し
く
、
そ
し
て
三
枚
が
表
、
二
枚
が
表
で
他
の
「
枚
が
裏
、
一
枚
が
表
で
他
の
こ



枚
は
裏
、
三
枚
と
も
裏
の
現
わ
れ
る
回
数
の
割
合
は
一
、
三
醸
三
、
一
、
で
あ
る
。
同
様
に
十
二
枚
の
貨
幣
を
投
げ
た
時
、
十
二
枚
と
も
全
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

表
・
十
一
枚
が
表
で
一
枚
が
裳
・
十
枚
が
表
で
他
の
二
枚
が
裏
、
…
…
二
枚
が
表
で
十
枚
が
裏
、
一
枚
が
表
で
他
の
十
一
枚
が
裏
、
十
二
枚
と

も
全
部
裏
似
現
わ
江
る
回
数
の
割
合
は
、
　
一
、
　
一
二
、
六
六
、
：
∵
：
六
六
、
　
＝
一
、
　
一
で
あ
ぢ
。

　
今
、
、
駕
幣
の
数
並
・
び
に
実
験
回
数
を
共
に
非
常
に
大
と
し
、
そ
し
て
起
り
う
る
場
合
の
度
数
の
分
布
図
表
を
画
き
、
「
そ
れ
を
滑
ら
か
に
す
れ

ば
左
右
対
称
の
鐘
型
の
曲
線
と
な
る
。
吾
々
は
こ
れ
を
正
規
曲
線
と
よ
び
、
次
の
よ
う
な
形
の
式
で
表
示
せ
ち
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
｛
　
　
　
（
凝
ー
§
）
－
＝
　
、
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ
　
　
ー
　
b
。
q
悼

　
　
　
　
　
　
　
　
絶
1
1
則
馴
。
　
　
二

（
但
し
π
は
円
周
率
、
8
は
自
然
対
数
の
底
、
解
は
κ
・
の
平
均
値
を
あ
ら
わ
す
。
）

所
で
窺
分
布
に
は
次
の
如
き
狸
簿
ボ
・
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
（
a
）
　
曲
線
の
下
部
の
全
面
積
は
ー
で
あ
る
ゆ

’（

a
j
　
曲
線
は
、
値
箔
ー
甥
を
中
心
に
対
象
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
駕
、
は
分
布
の
平
均
、
中
位
数
（
ヨ
o
象
き
）
で
あ
る
と
伺
時
に
並
数

　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
（
日
o
α
Φ
）
で
．
も
あ
る
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
臨
　
’
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
一
一

　
　
　
．
、
分
散
（
〈
9
H
μ
螢
昌
6
Φ
）
等
々
を
計
算
す
る
場
合
忙
は
、
平
均
は
0
と
し
て
と
ら
れ
る
。

　
（
c
）
　
分
散
は
次
の
表
示
に
よ
つ
て
与
え
ら
れ
る
。
　
・
．
　
　
・

　
　
　
『
㌢
、
§

　
　
　
　
2
2
テ
ス
ト
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
（
五
三
九
）
一
一
一
七
、
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．

　
　
，
ー
則
同
馴
訴
・
－
肉
。
．
＼
，
。
q
。
。
妻
　
　
　
’

　　

@
引
確
旨
・
コ
。
。
．
惹

　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ー
諦
S
塑
よ
。
。
§
勲
津
郎

　
　
　
　
軌

　
　
　
”
q
．
ヒ
　
「
國

．
（
d
）
　
平
均
偏
差
（
ヨ
Φ
四
コ
畠
①
＜
冨
鉱
o
昌
）
は
次
の
如
く
与
え
ち
れ
る
。

　　

@
稿
鳶
凄
喜

　　

@　
|
礼
馴
、
究
橋
＼
・
。
襲
ミ
，

　　

@
「
冒
卵
、
㍗
よ
ミ

　
　
．
1
1
q
く
・
。
奪
ー
ρ
お
お
9

支
c
《
i
琶
W
　
　
　
　
．
，
　
　
．

（
e
）
「
第
三
奮
率
並
に
第
四
森
率
は
．
、
、
．

　　

@
希
q
詐
葉
ー
、
『
R
煙
＼
、
。
q
、
、
き
お

（
五
四
σ
）
一
．
π



　　

@
な
1
靴
割
、
蒔
ー
R
、
、
爬
、
．
慰
§
よ
節
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
」

　
　
　
邸
き
慰
鳶
－
O

　
　
　
　
　
　
　
鳶
b
。
ー
－
書
ず
温
1
1
ω

（
f
）
ヤ
も
き
も
之
の
間
の
曲
線
の
下
部
面
積
は
、
全
体
①
面
積
皐
分
で
あ
る
。
馨
口
す
れ
ば
、
賊
1
1
～
と
聴
愚
之
の
間

　
　
の
相
対
度
数
は
ー
・
だ
と
い
う
こ
と
に
略
て
譲
選
（
買
0
9
三
Φ
①
議
g
．
）
p
は
決
定
悪
鷲
。

即
ち
詳
戴
㍗
－
R
。
．
＼
，
。
、
、
．
§
↓

　
、
右
の
説
明
か
ら
、
、
そ
れ
は
次
の
数
式
に
よ
つ
て
求
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
噂
阿
ρ
O
刈
膳
q
q
H
O
°
◎
◎
蔭
α
ら
唱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
値
ミ
ー
、
と
ミ
＋
、
と
は
度
数
分
布
に
於
い
て
考
え
ら
れ
る
四
分
位
数
に
相
応
し
、
そ
し
て
そ
の
範
囲
は
α
O
訳
区
域
（
切
O
訳
N
§
Φ
）

　
　
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
執
ー
O
と
訣
ー
－
肉
と
の
間
の
正
規
曲
線
の
下
部
面
積
は

　　

ﾌ
計
、
騨
、
㍗
－
短
■
＝
ふ
。
。
。
§

　
　
　
　
　
　
’

　
　
執
擁
ミ
と
お
く
と

　
　
　
　
　
’

　
　
露
テ
ス
ト
に
つ
い
て
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
四
一
凹
）
一
一
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
四
二
）
畠
ご
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沁
　
　
　
　
　
　
，

　　

@
甲
乱
聾
、
㍗
よ
、
。
、
・
。
黛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
，

こ
れ
は
、
簡
単
な
方
法
で
は
解
け
な
い
積
分
で
あ
る
が
R
［
σ
の
種
々
な
値
に
つ
い
て
は
別
に
数
値
表
が
出
莱
て
い
る
。
今
そ
れ
ら
の
う
ち
、

い
く
つ
か
の
主
な
値
を
記
述
す
れ
ば

　　　　へそびJ’　’NV　ト　l．　　5f－
（R・　2・336，　RS36－・場合・塘暑す）
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、

－
肉
け
ソ
①
沁
蛛
d
㌶
命
風
隙
θ

、
　
　
’
一

　
　
昏

　
ρ　
　
、

　
　
、

　
　
、

　
F
、

，
　
　
　
、

　
　
昏

　
　
、、

8

ゆ　り　ゆ　ゆHくあ　くハ
ゆ，くカ　くハ　　　くめ　くつ

k渓」訳ib訳くP　　　くP　　　くあ

渓　訳　訳

＼

、

　
　
　
　
一
暦
精
密
な
測
定
器
の
使
用
に
よ
つ
て
、
確
か
に
従
来
よ
り
も
正
確
な
測
定
値
を
算
出

す
る
て
と
が
出
来
懐
．
つ
に
な
つ
寵
遥
鐘
契
で
あ
る
万
、
大
渉
の
差
こ
そ
あ
れ
、
厳
密
な
意

味
で
濾
毎
回
そ
の
測
定
値
に
多
少
の
相
違
を
生
ず
る
。
そ
れ
は
吾
々
の
識
別
不
可
能
な
無
数
の
小

原
因
の
作
用
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
偶
然
的
作
用
の
結
果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
偶
然
認

差
と
名
づ
け
て
い
る
。
所
が
是
等
の
誤
差
は
、
実
は
今
述
べ
た
正
規
分
布
を
な
ず
と
考
た
ら
れ
る
故
、
既
述
の
表
は
、
次
の
如
く
解
釈
す
る
の

に
役
立
つ
。
例
え
ば
、
誤
差
の
平
均
を
中
心
に
左
右
に
目
゜
O
醤
q
だ
け
と
れ
ば
、
起
り
う
る
誤
差
の
0
9
哉
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
、
叉
平
均



を
中
心
に
左
右
に
鱒
ω
穿
．
だ
け
を
ど
れ
ば
噛
起
り
う
る
誤
差
の
b
c
。
訳
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
ど
考
え
る
こ
乏
が
出
来
る
。
、
又
、
誤
差
の
平

均
値
を
伽
と
し
一
ざ
ド
ピ
①
a
q
以
上
の
誤
差
は
覧
多
数
の
小
原
因
の
作
用
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
偶
然
的
作
用
の
緒
某
は
で
な
く
し
て
、
何
等

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

が
の
特
殊
な
要
素
－
有
因
1
の
作
用
に
よ
つ
て
生
じ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
h
実
は
偶
然
的
作
用
に
よ
つ
て
生
じ
た
誤
差
π
も
か
y
わ
ら
ず
、
有

因
に
よ
つ
て
告
た
誤
差
と
み
な
芝
と
は
、
高
に
＋
回
だ
け
あ
り
う
る
レ
、
§
崔
早
呈
の
誤
蓄
、
，
有
因
に
よ
つ
て
告
た
誤

差
と
考
え
る
な
ら
ば
ハ
実
は
偶
然
的
作
用
に
よ
つ
て
生
じ
弛
に
も
か
、
か
ら
ず
A
有
因
の
結
果
と
み
な
す
こ
と
は
百
回
に
二
回
だ
け
あ
り
う
る

　
　
ノ．
と
考
え
ち
れ
る
。
～
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台
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＆
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轟
や
S
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・
ご
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寵
匙
い
ー
協
§
ポ

　
　
凝
1
1
日
．
十
＼
b
o
ミ
伴
諭
ハ
伴

　　

F
－
罪
、
∵
」
“
憶
ミ
ニ
・
㌃
　
．
．
・
ド

　
　
伴
黛
誌
蔑
＼
歎
弓
救
潮
e
韓
ゆ
d
濫
゜
．

　
　
磐
〔
贈
画
蠕
舜
日
6
勘
び
び
　
」
一
　
，
．
二
、

三
　
自

由一

度
（
q
①
α
q
同
8
ω
9
旨
⑦
＆
o
ヨ
）
．

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、

今
仮
り
に
三
つ
の
整
数
を
選
ぶ
場
合
を
仮
定
し
よ
う
。
そ
の
際
何
等
の
拘
束
条
件
（
o
B
ω
＃
騎
。
ぎ
↓
）

　
　
娯
テ
ス
ト
に
つ
い
て

（

ノ

が
な
か
つ
た
な
ら
ば
、

（
五
四
三
）
＝
二

吾
々
ば
三
個
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
四
四
）
一
二
一
、
一

整
数
を
各
々
独
立
に
、
一
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
然
し
乍
ら
、
三
つ
の
整
数
の
和
が
6
0
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
拘
束
条
件

が
一
つ
添
加
さ
れ
た
な
略
ば
、
そ
し
て
例
え
ば
仮
に
最
初
自
由
に
選
ん
だ
数
が
夫
グ
5
と
1
0
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
第
三
番
目
に
と
る
べ
き

数
は
も
は
や
吾
々
の
意
志
に
従
つ
て
自
由
に
選
択
断
来
る
の
で
な
く
し
て
実
は
4
5
｛
8
i
（
切
十
H
O
）
H
麟
｝
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
限
定
さ
紅

る
。
即
ち
此
の
場
合
に
於
て
は
、
自
由
に
選
択
出
来
る
整
数
は
三
個
で
な
く
し
て
実
は
二
個
な
の
で
あ
る
。
更
に
、
一
個
の
整
数
は
三
個
の
整

数
の
和
即
ち
6
。
の
半
分
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
欝
条
件
が
附
加
さ
ら
れ
た
場
合
霧
・
ん
よ
ん
餐
時
は
当
然
一
個
の
整
数
は
3
・

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、
仮
に
最
初
自
由
に
選
ん
だ
整
数
を
前
と
同
様
5
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
「
5
を
選
択
す
る
と
同
時
に
も
は
や
残
・

　
　
　
　
　
　
の

り
の
整
数
は
、
前
の
二
つ
の
拘
束
条
件
（
和
が
6
0
で
φ
る
こ
と
と
、
一
個
の
整
数
は
和
の
半
分
で
あ
る
こ
と
）
に
よ
つ
て
、
「
’
当
然
2
5
｛
O
O
I

（Q。

n
＋
切
）
”
N
α
｝
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
限
定
さ
れ
、
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
従
つ
て
、
此
の
よ
う
に
拘
束
条
件
が
二
つ
あ
る

場
合
に
於
て
は
、
自
由
に
選
択
の
出
来
る
整
数
は
唯
一
個
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
更
に
拘
束
条
件
が
一
つ
附
加
さ
れ
た
場
合
、
例
え
ば
三
個
の
整
，

数
の
和
が
6
0
で
一
個
の
整
数
は
、
和
の
⊥
2
他
の
一
個
は
㌧
⊥
3
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
を
考
え
よ
う
。
か
～
る
場
合
に
於
て
は
、

二
澗
の
整
数
は
3
0
、
他
の
一
個
は
2
0
、
而
し
て
合
計
は
6
0
で
あ
る
か
ら
残
り
の
一
個
の
整
数
は
1
0
窓
O
I
（
ω
〇
＋
b
。
O
）
ー
　
O
｝
で
な
け
れ
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

ら
な
い
と
限
定
さ
れ
、
従
つ
て
も
は
や
吾
々
は
一
個
の
整
数
す
ら
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
に
出
来
な
い
。

コ
般
に
、
一
組
の
デ
妾
乏
於
て
独
立
の
拘
束
条
件
の
数
琶
K
と
す
る
な
ら
ば
、
吾
々
は
次
の
よ
う
な
簡
単
な
か
程
恐
よ
つ
て
゜
”
を

定
め
る
こ
と
が
出
来
き
、
　
　
　
　
緊
ー
ミ
ー
内
、
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
、

　
そ
し
て
レ
は
自
由
度
の
数
で
あ
る
。
そ
れ
は
自
由
に
定
め
る
こ
と
が
出
来
る
所
の
級
度
数
の
数
（
昏
Φ
8
営
ぴ
興
亀
8
嵩
⇒
Φ
ρ
口
曾
。
h
8
）
で

脅
、
残
－
の
κ
は
デ
麦
ふ
窟
・
れ
て
い
・
条
窪
従
強
蒜
ぴ
・
」
そ
れ
故
・
解
テ
ズ
ト
蔓
際
に
な
す
場
合
ガ
例
と
し
て
・
蒙
す

、



計9
μ

1

馬
　
ん
。

．
N

X・・iX…

XIIi　l　XII2

．B・二iB，

゜
r

∬

’計

、
　
Ψ

轡
μ

で
あ
る
。
所
で
最
後
の
拘
束
条
件
は
先
の
四
個
の
拘
束
条
件
の
内
一
個
を
不
用
と
す
る
故
、

（
註
二
隅
）
・

N
l
押
）
1
1
H

で
あ
る
漁

　
此
の
考
え
は
、
コ
シ
テ
ィ
ン
ジ
ヱ
ン
シ
イ
表
（
8
口
↓
ぎ
σ
q
Φ
ま
網
雷
三
①
）
に
お
け
る
自
由
度
の
数
を
測
定
す
る
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
。
即
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

一
般
に
．
鞭
×
』
表
に
つ
い
て
老
え
る
と
そ
の
求
め
る
自
由
度
の
数
は
　
縄
け
ミ
ー
（
趣
＋
N
ー
μ
）

　
　
　
娯
テ
ス
ト
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
、
　
　
　
’
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
，
b
　
ハ
五
四
五
と
　
二
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

る
「
コ
・
ア
の
種
子
・
の
長
さ
」
の
表
に
つ
い
で
考
え
れ
ば
、
ご
、
に
於
で
は
、
期
待
慶
数
を
算
出
す
る
に
．
は
若
し

各
々
．
の
ク
ラ
ス
・
に
1
0
以
下
の
度
数
が
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
操
作
を
行
う
必
要
が
な
い
と
す
れ
ば
、
グ
ラ
ス
の

度
数
の
和
は
観
察
度
数
の
和
ど
O
O
O
に
等
し
く
な
け
れ
ば
な
い
と
・
い
う
制
限
が
唯
一
つ
し
か
な
い
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
例
に
お
け
る
自
由
度
の
数
は
、
ク
ラ
ズ
の
数
か
り
ー
だ
け
引
い
た
も
め
即
ち
『
r
日
¶
①
で
あ
る
。

．
次
・
に
上
に
表
示
さ
れ
た
如
き
b
。
×
b
。
・
表
に
つ
い
て
の
自
由
度
の
数
を
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
此
の
際
X
の
数

は
b
。
×
b
。
個
で
あ
る
が
拘
束
条
件
は
　
　
　
、
　
　
，
　
　
　
　
　
・
・
、
　
，
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
×
H
μ
十
×
H
b
°
”
》
印

’
×
目
炉
÷
．
×
昌
b
°
・
睡
》
㈹
　
　
゜
一
．

　
図
＝
十
×
H
け
H
b
d
ド
゜

×
鼠
十
×
H
譜
コ
b
d
b
。

　
》
μ
十
》
b
。
川
切
μ
十
b
d
団
”
Z

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
そ
の
求
め
る
．
自
由
度
の
数
は
　
㌣
ー
1
b
。
×
b
。
1
（
b
。
＋



（
五
四
木
）
ヨ
ご
四

、
け
．
（
趣
I
H
）
（
』
1
μ
）

で
あ
る
9
一

　
　
　
ノ

　
゜
（
註
＝
一
）
　
ρ
d
．
団
巳
o
帥
竃
゜
O
°
国
窪
ら
巴
一
噂
　
ぎ
窪
a
偉
o
江
o
昌
ε
夢
Φ
月
ヶ
①
o
蔓
9
の
言
二
ω
諏
8
°
峯
§
o
ρ
ピ
o
昌
O
o
P
‘
お
㎝
9
U
サ
ま
昌
ー
軽
8
°

　
（
註
二
）
2
此
の
事
は
実
際
に
行
つ
て
み
れ
ば
朔
ら
か
で
あ
る
。
若
し
　
×
H
　
°
図
お
．
×
同
二
゜
×
目
愚
　
の
内
一
、
ど
れ
で
も
一
個
だ
け
任
意
に
選
択
す
れ
ば
、
他

　
　
　
、
の
三
個
は
単
に
算
術
納
計
算
で
求
め
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
残
り
三
個
の
内
ど
の
一
個
も
、
も
は
や
任
意
に
選
択
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
即
ち

　
　
　
　
・
自
由
度
の
数
は
一
で
あ
る
つ
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
、
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ρ

四
　
解
　
プ
　
ス

ト

　
　
実
際
に
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
ー
、
と
、
理
論
的
に
予
測
の
可
能
な
所
謂
期
待
度
数
と
を
比
較
し
て
、
始
め
に
た
て
た
仮
説
が
合
理
的
で
あ
る
か
否

－
か
を
調
べ
る
た
め
に
適
用
さ
れ
る
重
要
な
方
法
に
昭
テ
ス
ト
（
。
匡
－
ω
ρ
§
『
σ
言
ω
け
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
吾
々
が
島
の
テ
ス
ト
を

　
適
用
す
る
と
き
に
は
、
実
際
に
得
ら
れ
た
観
察
度
数
と
、
期
待
度
数
と
を
比
較
し
、
、
両
者
の
問
の
柏
対
的
．
相
違
が
余
り
甚
だ
b
け
れ
ば
、
先
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
）
　
「
　
、
㌔
・

　
だ
て
た
仮
説
は
不
合
理
だ
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
幽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
」
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね

　
　
一
般
に
度
数
分
布
に
於
て
は
、
デ
ー
タ
ー
は
本
質
的
に
正
規
分
布
を
な
レ
て
い
る
と
か
属
或
る
い
は
ボ
ァ
ソ
ン
分
布
の
型
を
な
し
で
い
る
等

　
々
と
仮
説
を
た
て
る
。
そ
し
て
そ
の
仮
説
の
も
と
に
お
い
て
の
期
待
度
数
と
観
察
度
数
と
を
比
較
す
．
る
の
で
あ
る
。
，
従
つ
て
若
し
デ
ー
タ
ー
が

’
得
ら
れ
た
も
之
の
冊
集
団
は
正
規
分
布
を
な
し
て
じ
る
と
の
仮
説
の
も
ど
に
、
そ
の
期
待
度
数
と
経
験
度
数
と
を
比
較
し
て
、
そ
の
相
違
が
余

　
り
に
懸
隔
し
た
と
き
に
は
、
当
該
母
集
団
は
正
規
分
布
を
な
し
て
い
る
と
の
仮
説
を
断
念
し
、
更
に
他
の
仮
説
を
た
て
㌧
検
定
し
て
ゆ
く
の
で

　
あ
る
。
「
省
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
分
布
の
形
㊨
決
定
で
よ
ー
問
題
に
さ
れ
る
ク
ラ
ス
の
区
切
り
方
が
此
の
検
定
の
場
合
に
奥



も
少
な
か
ら
ず
影
響
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
詳
言
す
れ
ば
、
区
切
り
方
を
変
え
る
こ
と
に
よ
つ
一
て
、
解
の
値
が
大
き
く
な
つ
た
り
小
さ
く

な
つ
た
り
、
そ
し
て
あ
る
場
合
に
は
仮
説
は
適
合
し
て
い
る
と
看
徹
さ
れ
、
又
他
の
場
合
に
於
て
は
適
合
し
な
か
場
合
さ
え
生
ず
る
の
で
あ

る
・
徒
つ
て
馨
を
行
つ
に
当
つ
て
ぱ
・
此
の
区
切
り
の
問
撃
も
港
併
せ
て
考
え
ね
ば
な
罐
レ
・
」
．
　
片

コ・アの種子の長さ
’（a－t）2

t
（a－t）・2

↓
兜

級間隔翻察度数1期期度数

の韓　a・t
級間隔

OJ686

0．038

1．118

1．543

0．415

20．25

　　9

529

361

12，25

一4．5

一3
十23

＿ig

十3．5一

ll．，｝

234　一

叢
21’5｝

4

21

231

496

215

30

　’3

13

16

19

22

25
　　噸

28

31

12－14

15－17

18－20

21－23

24－26

27－29

30－32

x2；3．81，000 1，000　　0計

〆
テ
ス
ト
に
つ
い
て

　
観
察
度
数
を
α
、
期
待
度
数
を
4
と
す
る
と
解
の
値
は
次
の
式
に
よ
つ
て
求
め
ら
れ
る
。
・

　
　
　
k
ボ
財
（
亀
よ
）
ゆ
」
　
　
（
註
三
）

　
　
　
　
　
　
　
帖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
引
　
　
　
富
・

　
次
に
実
際
の
デ
ー
タ
ー
を
用
い
解
テ
ス
ト
を
行
な
つ
て
み
よ
う
。
．

　
　
（
註
四
、
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
註
五
）

　
上
表
に
於
て
、
第
三
縦
列
欄
は
観
察
度
数
、
第
四
縦
列
欄
は
期
待
度
数
を
表
示
す
る
。
こ

㌧
に
於
，
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
級
間
隔
の
中
点
1
3
と
1
6
、
並
に
2
8
と
3
1
に

　
　
　
　
　
　
　
も

対
す
る
期
待
度
数
は
夫
々
合
計
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
之
れ
は
、
如

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
六
）

何
な
る
ク
ラ
ス
に
お
い
て
も
1
0
以
下
の
度
数
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
第
五
縦

列
欄
に
示
さ
れ
て
い
る
数
字
は
唯
単
に
第
三
縦
列
欄
の
度
数
か
ら
第
四
縦
列
欄
の
度
数
を
引

い
た
値
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
そ
の
合
計
は
零
に
な
る
不
都
合
さ
が
あ
る
。
か
、
る
不
都
合
を

避
け
る
た
め
に
標
準
偏
差
を
算
定
し
た
場
合
の
如
く
差
の
自
乗
層
（
亀
ー
帖
）
鵠
を
作
つ
て
第
穴
縦

列
欄
に
記
入
す
る
。
然
し
更
に
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
例
え
ば
投
銭
に
於
て
千
回

の
実
験
の
結
果
十
回
だ
け
表
が
多
く
現
わ
れ
た
場
合
と
、
五
十
回
の
実
験
に
於
で
十
回
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ロ

多
く
表
が
現
わ
れ
た
場
合
と
を
比
較
し
に
之
き
」
共
に
表
が
十
回
だ
け
多
く
現
わ
れ
た
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
、
　
．
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
四
七
と
二
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
四
八
）
一
二
六

で
わ
ら
ず
、
衷
、
裏
の
現
わ
れ
・
割
禽
肇
は
薯
の
方
が
後
者
乖
比
較
し
三
暦
餐
し
て
い
・
藷
え
壌
、
。
と
で
あ
、
。
ゆ
㌧

る
相
対
的
大
き
さ
の
問
題
が
、
乙
＼
に
於
て
も
考
慮
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
第
六
縦
列
欄
に
於
け
る
各
行
の
値
は
夫
々
の
期
待
度
数
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

つ
で
割
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
此
の
値
が
第
七
縦
列
欄
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
総
和
が
即
ち
解
の
値
で
あ
り
、
鰹
の
値
が
小
さ
け

れ
ば
小
さ
い
程
適
合
し
て
い
る
と
看
徹
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
然
し
求
め
ら
れ
た
解
の
値
も
又
実
は
ク
ラ
ス
の
数
が
増
せ
ば
増
す
程
大
と

な
る
傾
向
が
あ
る
。
従
つ
て
、
こ
㌧
に
於
で
は
単
に
解
の
・
値
の
大
小
が
問
題
と
な
る
の
で
は
な
く
し
て
ク
ラ
ス
の
数
に
比
較
し
た
解
の
値

の
大
小
が
問
題
で
あ
ぢ
、
曜
の
テ
ス
ト
を
行
う
に
当
り
、
既
に
述
べ
だ
鼠
由
度
の
数
の
附
題
の
必
要
性
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
に
至
つ
た
の
も
ζ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
七
）
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
「
　
　
　
㌧
に
起
因
す
る
。
此
の
例
で
は
、
k
圃
ー
ρ
◎
。
で
あ
り
、
自
由
度
の
数
は
4
で
あ
る
。
」
　
　
　
＝

゜Lt

O

　
さ
て
、
解
の
値
と
自
由
度
の
数
が
求
め
ら
れ
た
な
ら
ば
、
次
は
棄
却
域
の
決
定
で
あ
る
。
そ
し
て
若
し

H
訳
有
意
水
準
を
用
・
り
る
な
ら
ば
、
自
由
度
が
4
な
る
時
は
解
の
値
は
H
ω
・
b
。
ミ
よ
り
大
な
れ
ば
棄
却

域
に
含
ま
れ
て
し
ま
い
、
そ
れ
よ
り
小
さ
け
れ
ば
棄
却
域
外
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
国
ω
げ
興
の
解
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
九
）
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（
註
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
値
は
ω
゜
。
。
で
あ
る
か
ら
当
然
棄
却
域
に
は

表
か
ら
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
所
が
蘭
の
例
に
於
て
は
解

含
ま
れ
な
い
。
念
の
た
め
、
自
由
の
数
が
4
で
あ
る
時
昭
の
値
ω
゜
Q
◎
を
得
る
確
率
を
求
め
る
な
ら
ば
約

9
ら
α
で
あ
る
。
従
．
つ
て
始
め
に
た
て
た
仮
説
は
粕
当
よ
く
適
合
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
但

し
注
意
せ
ね
ば
慮
ら
ぬ
こ
と
は
、
確
率
の
値
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
程
仮
説
が
証
睨
さ
れ
た
と
い
う
の
は

誤
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
ρ
⑩
⑩
O
以
五
の
値
を
得
る
の
は
、
仮
説
が
正
し
い
時
に
は
僅

か
に
千
回
に
プ
回
の
割
で
し
か
起
こ
ら
な
い
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。
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J5

59’

9

16

注射を受けた者

受けなかつだ者

99
、

2574計A口
　
　
　
　
　
　
（
×
二
＋
×
H
N
）
（
×
ご
＋
×
目
卜
。
）
（
×
二
＋
図
目
H
）
（
図
H
N
＋
×
同
躍
）

　
　
但
し
、
図
H
ピ
×
H
単
×
旨
『
麗
H
惹
は
4
個
の
観
察
度
数
で
あ
る
。

　
9
右
式
に
夫
々
の
値
を
代
入
す
る
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
×
。
。
る
F
お
同
耽
P
認
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
ω
博
ω
Q
Q
ρ
O
O
O

の
表
に
よ
れ
ば
、
此
の
値
に
対
応
す
る
確
率
は
5
％
よ
り
大
で
あ
る
。
従
つ
て
此
の
実
験
の
結
果
か
ら
は
、

　
更
に
、
昭
テ
ス
ト
の
用
法
と
し
て
重
要
な
も
の
〉
一
で
あ
る
独
立
性
σ
検
定
（
8
°
。
叶
o
h
ぎ
q
Φ
b
Φ
昌
q
Φ
腎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
〇
）

o
①
）
に
つ
、
い
て
行
う
こ
と
に
し
よ
う
。
上
の
表
は
齊
藤
、
杉
原
両
氏
に
よ
つ
て
な
さ
れ
た
調
査
の
結
果
を

　
ω
　
ワ
ク
チ
、
ン
の
接
種
を
受
け
た
か
受
な
か
つ
た
か

　
②
百
日
咳
に
か
、
つ
た
か
（
か
、
ら
な
か
つ
た
か

に
よ
つ
て
9
9
人
を
分
類
し
て
得
弛
度
数
表
で
あ
る
。
卜
。
×
b
。
表
に
つ
い
て
は
、
期
待
値
を
求
め
な
く
て
も

次
の
よ
う
な
式
に
よ
つ
て
直
ち
に
算
出
出
来
る
か
ら
、
こ
＼
π
お
い
て
は
直
接
法
を
用
い
て
行
う
で
と
に

す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
　
　
　
　
一

　
　
瓶
ー
　
　
　
　
（
×
二
X
緩
目
b
。
i
×
H
笛
×
×
H
二
）
×
Z

　
　
k
ポ
（
H
切
×
H
①
ー
詔
＋
Φ
）
，
。
×
8

　
　
　
　
　
卜
◎
藤
×
『
切
×
臼
膳
×
b
Q
㎝

自
由
度
は
ー
で
あ
る
か
ら
解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百

日
咳
に
対
す
る
免
疫
牲
は
予
防
注
射
を
受
け
な
い
入
よ
り
受
け
た
人
の
方
が
高
い
ど
結
論
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
、

　
（
註
一
）
　
但
し
「
理
論
的
二
考
ヘ
レ
バ
コ
ノ
照
λ
確
率
ハ
如
何
二
小
ト
ナ
ツ
テ
モ
ソ
ノ
確
率
二
相
当
ス
ル
ダ
ケ
ハ
、
ソ
ノ
試
料
内
ノ
分
ガ
特
定
ノ
分
布
一
二

　
　
　
　
致
ス
ル
ト
言
ヒ
得
ル
耀
利
ガ
ア
ル
…
…
」
と
考
え
ら
れ
る
。
近
藤
息
雄
著
「
計
数
の
統
計
学
」
（
昭
和
十
九
年
三
月
、
岩
波
害
店
）
三
〇
頁

　
（
註
二
）
　
詳
く
は
林
知
己
夫
著
「
心
理
学
研
究
に
必
要
な
る
統
計
的
方
法
」
（
昭
和
二
十
八
隼
中
山
書
店
）
六
ニ
ー
六
三
頁
参
照

　
　
　
娯
テ
ス
ト
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
四
九
）
一
二
七



O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
五
〇
）
“
ご
八
」
、

（
註
三
）
　
但
し
単
純
比
率
の
場
合
に
は
、
盟
を
計
算
す
る
た
め
に
即
」
ぎ
帽
日
8
窪
に
よ
つ
て
考
ゑ
ち
れ
た
直
接
の
公
式
を
用
い
渇
と
便
利
で
あ
る
。
そ

　
　
　
の
公
式
は
．
　
．
　
　
　
「
　
幽
　
・
　
　
　
｝

　
・
㌧
　
　
．
も
1
1
（
“
「
δ
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
R
N
＜

　
　
　
　
　
【
ゾ
π
瀕
＾
’
帽
響
富
興
　
短
”
μ
」

　
　
　
　
　
．
、
　
　
　
　
3
9
興
聴
R
置
瞬
叫
が
満
謹
渇
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爵
舜
H
a
誰
瞬
叫
び
蹄
撞
屡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乏
箕
誰
愚
轡
母
①
す
叫
¢

　
　
r
（
○
°
口
．
O
o
ロ
一
自
①
P
一
≦
①
仲
ず
o
自
ω
O
h
ω
仲
国
ユ
ω
寓
o
巴
》
嵩
帥
ζ
o
隠
一
亀
o
．
Z
①
≦
磯
O
門
ぎ
ド
⑩
㎝
9
唱
・
㊤
O
）
　
　
　
　
　
　
・

（
　
戸
註
四
）
b
。
U
齢
剛
彗
霞
ω
o
P
ω
け
舞
凶
ω
岳
畠
一
↓
o
畠
巳
ρ
器
・
ぎ
〉
『
Q
円
一
。
銘
ε
冨
一
国
①
絡
母
。
F
7
2
。
箋
団
o
同
ぎ
μ
O
ω
ρ
サ
O
O
　
よ
り
転
載
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

（
註
五
）
　
期
待
値
並
に
そ
れ
以
後
の
計
算
は
筆
者
が
行
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。
爪
何
コ
コ
ア
の
種
子
の
長
さ
の
分
布
は
、
正
規
分
布
を
な
す
と
の
仮
説
の
下
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

．
　
期
待
値
を
計
算
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
方
法
は
国
゜
切
畳
竃
。
ユ
ρ
国
一
。
ヨ
Φ
暮
の
①
h
o
。
け
註
ω
け
凶
8
°
b
。
且
巴
゜
Z
①
≦
嶋
。
円
ぎ
枯
認
．
亨
μ
①
O
に
あ
る

　
　
　
例
題
に
倣
つ
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
・
　
　
　
　
．
　
、
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
ず

　
へ（
註
六
）
一
そ
の
理
由
と
し
て
ウ
ォ
ー
教
授
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
…
∵
・
之
れ
に
つ
い
て
の
理
由
は
明
白
で
あ
る
。
若
し
吾
々
が
投
銭
の
結
果
は
バ
ラ
ン
ス
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
知
ろ
ヴ
と
欲
し
た
な
ら
拭
、

　
　
．
た
っ
た
二
回
や
三
回
の
投
銭
を
基
準
と
し
て
決
定
し
よ
う
と
試
み
る
こ
と
よ
り
は
優
つ
て
い
ゐ
と
い
う
こ
と
を
吾
々
は
知
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
結
局
、
若
し
吾
々
が
貨
幣
を
一
回
投
げ
た
な
ち
ば
回
数
の
百
パ
ー
セ
ソ
ト
濾
表
か
裏
渉
出
、
決
し
て
回
数
の
五
十
パ
ー
セ
ソ
ト
で
は
な
い
：
…
・
」

　
　
　
》
°
国
゜
薯
p
。
口
o
Q
『
里
Φ
日
①
馨
ω
o
h
ω
富
江
ω
寓
8
一
．
蜜
①
誓
＆
°
ω
巳
巴
・
2
Φ
妻
団
9
犀
剛
μ
㊤
認
・
掌
b
◎
卜
。
b
o

（
註
七
）
「
此
の
場
合
の
相
由
度
の
数
は
、
元
の
グ
ラ
ス
の
数
よ
り
一
だ
け
引
い
た
も
の
で
は
な
く
し
て
、
度
数
分
布
に
お
い
て
両
極
の
度
数
が
十
よ
り
小
意

　
　
　
い
故
に
二
つ
の
レ
勤
ス
の
度
数
が
加
え
ら
れ
た
時
は
、
一
つ
の
ク
ラ
ス
と
見
倣
し
て
か
ら
自
由
度
の
数
を
算
定
す
る
。

（
註
八
）
　
幻
゜
》
°
国
の
げ
①
さ
ω
3
諜
。
。
諏
o
餌
一
竃
Φ
匪
o
含
h
o
目
幻
①
ω
Φ
9
零
げ
≦
o
鱒
Φ
嶺
・
旨
島
ゆ
α
・
い
o
昌
q
o
p
μ
㊤
切
つ

　　

@
（
邦
訳
．
羅
鞭
響
訳
「
舞
券
為
の
統
計
的
方
法
」
昭
和
二
＋
七
年
三
月
斐
社
。
九
八
先
九
頁
　
　
　
　
’

　
　
　
（
註
九
）
自
由
度
の
数
が
、
3
0
以
上
の
時
は
、
マ
、
摘
ー
＼
鏑
が
0
を
中
心
と
し
て
正
常
に
分
布
し
、
其
の
標
準
偏
差
は
ー
で
あ
る
と
の
事



　
　
　
　
実
を
利
用
し
、
正
規
分
布
の
表
を
用
い
て
算
出
す
る
。

、
　
　
（
註
十
）
　
国
・
立
公
衆
甲
衛
…
生
院
「
瓠
公
衆
露
儒
生
院
研
究
釦
報
告
」
第
二
雀
第
一
号
（
昭
和
二
十
七
年
六
日
刀
）
曲
央
文
五
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
．
連
続
性
に
対
す
る
補
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
期
待
値
と
観
察
値
と
の
比
較
に
は
つ
て
、
始
め
て
た
て
た
仮
説
が
果
し
て
適
当
で
吻
つ
た
か
ど
．
0
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
解
プ
ス
ト

を
用
い
れ
ば
よ
い
・
毒
輪
じ
｛
た
．
然
し
、
此
の
テ
ス
・
は
果
し
て
如
禦
る
場
A
是
お
い
て
も
問
題
の
撰
を
与
え
そ
れ
竜
の
で

あ
る
か
ど
う
か
隅
そ
し
て
不
充
分
な
る
場
合
が
あ
乃
と
し
た
略
そ
れ
は
如
何
な
る
と
き
で
あ
ろ
う
か
、
更
に
又
そ
れ
は
何
如
な
る
方
法
に
よ
つ
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
そ
の
欠
陥
を
補
う
こ
と
が
出
来
る
．
の
で
あ
ろ
う
か
へ
．
ヒ
れ
が
最
後
に
残

●

　x2
　テ
　　ス

　　ト

　に
　つ
n　い

　て

・
こ
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。

　
既
に
記
し
た
よ
う
に
、
投
銭
の
結
果
が
理
論
的
に
現
わ
れ
る
と
し
た
な

ら
ば
、
十
二
枚
の
実
験
に
於
て
、
十
二
枚
と
も
表
、
十
一
枚
が
表
で
他
の

　
↓
，
枚
が
裏
、
十
枚
が
表
で
残
り
二
枚
は
裏
…
：
…
二
枚
が
表
で
他
の
十
枚
が

表
へ
で
枚
が
表
で
他
の
十
一
枚
が
裏
、
十
二
枚
と
叡
全
部
裏
等
々
の
出
る

割
合
は
一
、
一
二
、
六
六
…
…
六
六
、
一
、
二
㍉
　
一
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ

を
図
示
し
た
も
の
が
上
図
の
度
数
多
角
形
で
あ
る
。
所
が
連
続
度
数
分
布

は
曲
線
で
あ
り
、
、
乙
れ
は
標
本
を
限
り
な
く
大
き
く
し
九
ど
き
に
、
実
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
五
一
）
一
二
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
（
五
五
二
）
ご
二
〇

の
度
数
分
布
が
近
づ
く
極
限
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
、

　
然
る
に
解
の
方
法
は
連
続
度
数
分
布
の
曲
線
に
基
礎
が
お
か
れ
て
い
る
に
も
か
＼
わ
ら
ず
、
頻
度
分
布
は
常
に
不
連
続
で
あ
る
。
従
っ
て
、

解
の
方
法
に
不
充
分
な
場
合
が
あ
る
と
し
た
ら
、
」
そ
の
一
つ
は
此
の
間
の
相
違
か
ち
発
生
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
若
し
も
十
二
枚
の
投
銭
に
於
て
、
表
二
枚
以
下
が
硯
わ
れ
る
の
を
も
つ
て
成
功
と
看
徹
す
乃
な
ら
ば
、
威
功
を
得
る
た
め
の
確
率
は
全
面
積

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ご

に
対
す
る
点
の
う
た
れ
て
い
る
部
分
の
面
積
で
あ
る
に
も
か
～
わ
ら
ず
、
b
。
“
H
o
の
解
ラ
ス
ト
に
於
て
は
上
図
の
曲
線
に
基
礎
が
置
か
れ
て

い
る
が
ら
、
成
功
を
得
る
確
率
は
全
面
積
に
対
す
る
斜
線
の
引
か
れ
て
い
る
部
分
の
面
積
に
よ
つ
で
表
示
せ
ら
れ
る
。
然
る
に
斜
線
の
引
か
れ

　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

で
い
る
部
分
の
面
積
は
点
の
打
た
れ
て
い
る
部
分
の
面
積
よ
り
小
で
あ
る
こ
と
は
一
目
－
）
て
明
瞭
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
図
形
の
両
極
に
　

近
づ
け
ば
近
づ
く
程
そ
の
相
対
的
差
は
大
と
な
る
。
し
か
略
此
の
よ
う
な
場
合
に
於
て
は
、
尉
線
の
引
か
れ
て
い
る
部
分
の
底
辺
を
、
2
と
3

の
中
点
ま
で
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
繭
者
の
間
の
相
違
は
略
々
除
去
せ
ち
れ
る
。
従
つ
て
此
の
場
合
の
補
正
は
、
期
待
値
竜
に
1
一
2
だ
け
加

え
た
も
の
々
真
の
期
　
待
値
と
看
徹
せ
ね
ば
よ
い
の
で
み
る
。
、
一
方
、
表
が
十
枚
以
上
現
わ
れ
る
の
を
も
つ
て
成
功
と
看
徹
す
場
合
に
於
て
は
、
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ロ

同
様
に
斜
線
の
引
か
れ
て
い
る
部
分
の
底
辺
を
1
0
ど
9
の
中
点
ま
で
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
両
者
の
間
の
相
違
は
殆
ん
ど
除
去
せ
ら
れ
る
。

　
即
ち
此
の
場
合
の
補
正
を
行
う
に
あ
た
り
て
は
、
期
待
値
か
ら
ー
一
2
だ
け
減
じ
た
も
の
を
真
の
期
待
値
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
略

　
　
　

言
す
れ
ば
（
犠
…
帖
）
の
値
を
常
に
ー
「
2
だ
け
大
に
す
る
よ
う
に
作
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
常
に
大
き
か
つ
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た
分
子
を
う
ひ
い
て
は
過
大
に
評
価
さ
れ
て
い
た
解
の
値
を
是
正
す
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。
此
の
方
法
は
所
謂
網
暮
＄
の
補
正
法

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
方
此
を
用
い
れ
ば
解
の
算
式
は
次
の
如
く
書
き
改
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
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特
に
此
の
補
正
法
は
、
自
由
度
が
一
で
あ
る
と
き
に
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
自
由
度
が
二
以
上
に
な
る
と
そ
の
効
果
は
少

’

計nonA・A

’

蜘
　
脚

　8
（16）

32
（24）

152
（144）

208
（216）

第1資料

第11鮒’

360 40 400計

　
　
　
　
　
　
　
げ

　　

普
E
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μ
切
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⊥
総
仙
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，
、
＋
（
Q
。
I
H
①
＋
卵
）
、

従
つ
て
、
此
の
場
合
は
仮
説
は
棄
却
せ
ら
れ
な
い
。

　
此
の
ぱ
う
に
補
正
を
行
え
ば
、
補
正
を
行
な
わ
な
い
場
合
の
解
の
値
に
比
較
し
て
常
に
小
と
な
り
、
場
合
に
よ
つ
て
は
、
補
正
す
る
こ
と

に
ま
ρ
て
や
㌧
も
す
れ
ば
仮
説
の
棄
却
を
゜
し
な
い
で
も
よ
い
の
で
あ
る
。
然
も
そ
の
場
合
の
方
が
よ
り
正
し
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
禰
正
す

る
こ
と
な
し
に
、
有
意
水
準
と
僅
少
の
相
違
に
よ
つ
て
仮
説
が
棄
却
せ
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
は
、
常
に
補
正
を
行
つ
て
そ
の
後
検
定
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
あ
る
。
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）
＝
一
二

い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
然
も
自
由
度
が
一
な
る
場
合
に
於
て
と
り
わ
け
僅
少
σ
差
に
よ
つ
・
て
有
意
と
し
て
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仮
説
が
棄
却
せ
ら
た
る
よ
う
な
場
合
に
於
て
に
、
此
の
補
正
法
は
特
に
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

或
る
実
鯵
よ
つ
て
・
上
表
の
よ
う
な
結
黍
得
ら
れ
だ
と
す
る
・
（
蔽
の
中
の
数
字
に
・
灘
値
を

表
わ
す
。
）
然
る
と
き
、
補
正
法
を
用
い
な
い
場
合
の
解
の
値
は
ぷ
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そ
れ
故
、
確
率
P
の
値
が
O
°
O
H
よ
り
小
な
る
場
合
は
有
意
と
し
て
仮
説
を
棄
却
す
る
と
す
れ
ば
、
此

の
場
合
の
仮
説
は
当
然
棄
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
所
が
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正
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い
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、
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畢

（
註
）

帽真

．
期
待
値
の
求
め
方
、
例
え
ば
此
の
場
合
に
於
て
目
α
卜
。
に
対
す
る
期
待
値
を

　
　
　
腎
（
謹
＋
。
・
）
・
（
μ
。
N
齢
竃
世
悉

他
の
期
待
値
は
、
単
に
算
術
壱
行
え
ば
求
め
ら
れ
る
。

ズ
と
す
る
と
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